





The Plan of the Cellular Phone Application by 
Which a Mother Can Monitor Her Support for Her Child’s 
Decision-making during a Meal






























































































































































































































































































































































































































































































図 1–A　支援の内訳 図 1–B　支援種類×食事回のクロス
図 1–C　支援種類×手応えのクロス 図 1–D　タイミング×手応えのクロス












の効果は有意ではなかった（χ2（2）＝4.56, p＝ .102）（図 1–C）。また支援種類（キャッチ・ス
ロー）も，見た目はキャッチで「よい」が多いが，支援種の効果は有意ではなかった（χ2（1）













































回中ちゃんと 18（50.0％），きれいに 25（69.4％），たのしく 23（63.9％）であり，深刻ではな
いが B氏が気にしている通り，栄養摂取面に一番課題があるとされた。
その栄養摂取の達成には，すでに B氏が確認した通り，母の意思決定支援（種類・タイミ
ング）が影響することはなかった（＃ 18），さらに食事回（朝・昼・夜）の効果も有意ではな
かった（χ2（2）＝3.72, p＝ .156）。記録を読む限りでは，食べ具合（栄養摂取）の達成には食欲・
やる気・好き嫌いなど毎回の本人の調子が大きく影響しており，母の意思決定支援が有効には
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効きにくい領域であることが伺えた（＊2）。
「子どもに決めるチャンスを与える」意思決定支援は，今確実にしつけを入れたい観点から
すれば，適当でないこともあると思われる。実際，A児も自分が決めてよいとなると「食事は
あと」になりがちで，A児があまりにぐずぐずして食べないときは穏やかな B氏も命令・指
示をしていた（＊3）。このような状況をふまえると，栄養摂取（ちゃんと）や作法遵守（き
れいに）をしっかりとしつけたい母の場合は，食事場面で意思決定支援をすることには抵抗を
感じるかもしれないと思われた。自主性育成の意義は認めるとしても，その場面に期待される
本来機能と明らかに矛盾する支援目標は受け入れがたいだろう。
一方で「しっかり」「きれい」と比べると「たのしく」にはしつけの要素が薄く，実際 B氏
はそこに新しい意味を感じてキャッチの働きかけを増やしたと述べていた（＃ 14）。したがっ
て食事においてしつけと競合しない意思決定支援の達成目標として，「楽しさ」をアピールし
てみる可能性はあると思われた。
7．総合討論
以上示したように，育児支援のツール開発を目指しアプリ化を視野に入れて行った予備調査
は，意思決定支援を記録する変数を定める初期段階でつまずきがあり，さまざまな課題を残す
結果となった。B氏にはたいへん面倒をかけてしまったが，食事の楽しさについて考えたり，
自分のやっていることを PCで確認したりできたことは興味深く，また，一緒に結果を見て
肯定的にコメントをもらえるのはよい体験だったと述べてくれた。また著者たちにとっては，
ツールの支援目標や意思決定の定義がまだ曖昧であったことへの反省と共に，記録をとること
自体が意識づけになってゆく可能性，誤解のない情報提供の必要性，意思決定支援のふりかえ
り場面に食事を取り上げるメリットやリスクなど，重要な論点を複数抽出できたことは収穫で
あった。
＊ 2　意欲強い（夜・キャッチ）
「Aちゃん1番に食べるよ」ともりもり食べてくれる。（母は褒めるだけ。お手伝いされることも拒否。
自分で食べたい意欲強い）（⇒手応え・食事達成（しっかり）共に「よい」）。
＊ 3　のんびり（朝・意思決定支援なし）
のんびりしていて，大半食べない。朝はなるべく怒らないのが目標だけど，今日はイライラ。母「早
く！」の連発。（⇒食事達成（しっかり）微妙）
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以上の予備調査をふまえて，現在筆者たちは，養育者が用いる食事の意思決定支援ツールと
して 2つの異なる方向性で構想化を行っている。
一つの方向性は，入力をより具体化精緻化し，養育者の望む目標達成を直接的にサポートす
る本格カルテ型への進展である。たとえば「ピーマンを食べる」「声掛けされたら 10 分以内に
食卓につく」のように，獲得させたい行動を具体的に定め，子どもがそれを自発的に行うため
に自分はどう関わるかも考えておき，実践しながら，関連状況と共に一連の行動の要所ごとに
ふりかえって記録をとっていく（図 2）。ツール利用者は，目標行動が生じやすいのはどのよ
うな関わりの仕方かを調べたり，目標行動が生じる確率の推移をチェックしたりできるはずで
ある。単一事例実験計画法を習得している専門家の指導下で正しくツールを使ってゆけるな
ら，個別の課題解決を実現できるかもしれない。
他方の可能性は，食事達成に通じる支援行動の一部に「子どもに選ぶ機会を提供すること」
を落とし込み，食事支援をふりかえる中で意思決定支援を意識づけを図るインセンティブ型へ
の進展である。子どもが「栄養（ちゃんと）・社会（きれいに）・心理（楽しく）」食事ができ
ることに向けて，養育者は，自分が「いつもの時間にちゃんと食事を提供する・きれいに挨拶
しきれいに食器を扱う・子どもが楽しく選んで決めてよい機会をつくる」ことができたかふり
かえる（図 3）。子どもの評価が入らないのでシンプルになり，自分の支援はバランスよく行
われているかチェックしたり，3種の合計平均の推移をモニターしたりして，自分のやってい
ることの確認に集中できるはずである。
前者のカルテ型は食事場面に限らずさまざまな課題場面に適用できるだろうし，後者のイン
センティブ型はケータイアプリ化して幼児に限らず介護や福祉など幅広い対象に適用できると
思われる。今後はこれらの実現可能性やニーズなどを勘案しながら，最終的な着地点に向けて
検討を進めたい。
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図 2　カルテ型のアプリ提案イメージ
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図 3　インセンティブ型のアプリ提案イメージ
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